
　
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。
通
知
書
に

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
た
場
合
は
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、医
療
保
険
課
保
険
税
係（
☎
内
線
２
７
４
・

２
７
５
）へ
。

　口座振替は、納め忘れの心
配や、納期ごとに納めに行く
必要がなくなるなど、便利で
確実な納付方法です。
　手続きは、通帳、届け出印、
納入通知書を持参して、金融
機関で行ってください。
　また、後期高齢者医療保険
料の納付を特別徴収から口座
振替に変更する場合は、金融
機関で手続きを済ませた上で

「 口座振替依頼書 」の本人控
えを持って市役所１階の医療
保険課又は新里・黒保根支所
市民生活課にお越しください。

国民健康保険・後期高齢者医療・ 福祉医療助成からのお知らせ
　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
税
は
、

国
保
の
運
営
を
支
え
る
貴
重
な
財

源
で
す
。

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人
が
病

気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
医
療
費

や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な

ど
の
費
用
は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て

い
た
だ
く
国
保
税
と
、
国
・
県
な

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書

ど
か
ら
の
負
担
金
、
市
か
ら
の
繰

入
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
国
保
税
の
税
率

　
平
成
28
年
度
の
国
保
税
の
税
率

と
課
税
限
度
額
は
下
表
の
と
お
り

で
す
。

　
今
年
度
か
ら
は
医
療
分
の
所
得

割
の
税
率
を
８
・
４
パ
ー
セ
ン
ト

か
ら
７
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き

下
げ
、
同
じ
く
医
療
分
の
均
等
割

を
１
４
０
０
円
減
額
し
ま
し
た
。

●
納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　
世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
い
場
合
で
も
、
納
税
義
務
者
で

あ
る
世
帯
主
宛
に
送
付
し
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
の
納
付
に
御
協
力

く
だ
さ
い
。

※
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
後
、

国
保
の
離
脱
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
場
合
は
、
そ
の
人
の
分
も

含
め
て
国
保
税
の
計
算
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
速
や
か
に
国
保
の
離
脱

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
方
法
は
い
ろ
い
ろ

　
国
保
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
納
付
で

き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ
い
納
付

方
法
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。

医療分 支援分 介護分
所得割 7.6％ 2.2％ 2.0％
均等割   25,000 円    7,600 円    9,000 円
平等割 21,000 円 7,200 円 6,200 円
限度額 540,000 円 190,000 円 160,000 円

●所得割 ＝ 加入者全員の前年の所得額をもとに算出
●均等割 ＝ 加入者１人当たりの額×加入者数 
●平等割 ＝ １世帯当たりの額
●限度額 ＝ １世帯にかかる課税限度額（最高額）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

決
定
通
知
書

●
保
険
料
率

　
保
険
料
率
と
限
度
額
は
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。
保
険
料
率
・
限

度
額
と
も
平
成
27
年
度
と
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

●
普
通
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
な
い
人
）

　
7
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通

知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
　

●
特
別
徴
収
の
人
（
保
険
料
が
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
人
）

　
7
月
下
旬
に
特
別
徴
収
額
の
決

定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

納付には便利な
口座振替の御利用を

国
民
健
康
保
険
税
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

通
知
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

平成 28 年度国保税の税率と限度額

所得割 8.6％

均等割 43,600 円

限度額
（最高額）570,000 円

平成 28 年度後期高
齢者医療保険料の保
険料率と限度額

はがき
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国
保
に
加
入
し
て
い
る
70
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
に
は
、
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
保
険
医
療
機
関
な
ど

で
受
診
す
る
と
き
は
、
被
保
険
者

証
と
高
齢
受
給
者
証
を
一
緒
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
、
郵
送
す
る
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
29
年

７
月
31
日
で
す
。
た
だ
し
、
８
月

国民健康保険・後期高齢者医療・ 福祉医療助成からのお知らせ
高
齢
受
給
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
な
ど
を
７
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　
現
在
、
使
っ
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
と
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
7
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
対
象
と

な
る
人
に
は
、
新
し
い
も
の
を
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
間
が
切

れ
た
も
の
は
、
８
月
以
降
に
医
療
保
険
課
又
は
新
里
・
黒
保
根

支
所
に
返
却
す
る
か
、
裁
断
し
て
か
ら
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て
は
医
療
保
険
課
国
保
係
（
☎
内
線

２
５
４
・
２
５
５
）
へ
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
に
つ

い
て
は
、
医
療
保
険
課
医
療
助
成
係
（
☎
内
線
２
５
７
・
２
７

２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。１

日
か
ら
平
成
29
年
７
月
31
日
ま

で
に
75
歳
を
迎
え
る
人
は
、
誕
生

日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　交通事故をはじめ、第三者
の行為によるけがの治療費は、
過失に応じて加害者が負担す
ることが原則です。一時的に
被保険者証(国保・後期)や福
祉医療費受給者証を使う場合
は、事前に市役所１階の医療
保険課に届け出てください。
　被保険者証や受給者証を使
った分の治療費は、後で加害
者から返還してもらうことに
なります。
　問い合わせは、医療保険課
国保係（☎内線255）・医療助
成係（☎内線257）へ。

交通事故による治療
の際には届け出を

高
齢
受
給
者
証

後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証

高
齢
受
給
者
・
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者

　
75
歳
以
上
の
人
と
65
歳
以
上
の

一
定
の
障
害
が
あ
る
人
に
は
、
新

し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
８
日

（
金
）
に
発
送
し
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証

　
現
在
有
効
の
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
の
人
で
、
平
成
28
年
度
も
引

き
続
き
住
民
税
非
課
税
世
帯
と
な

る
人
に
は
、
新
し
い
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
、
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
に

同
封
し
て
郵
送
し
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
又
は
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の
負
担
割
合

が
３
割
負
担
の
人
で
、
前
年
の
収

入
が
一
定
の
基
準
よ
り
少
な
い
場

合
は
、
申
請
に
よ
り
２
割
負
担
又

は
１
割
負
担
に
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
該
当
す
る
人
に
は
、
「
基
準
収

入
額
適
用
申
請
書
」
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
提
示
さ
れ
た
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
各
担
当
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

前
年
の
収
入
状
況
で

自
己
負
担
額
が
減
額
に

本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
の
際
に
は
、
全
員
の
福
祉
医
療

費
受
給
者
証
、
全
員
の
医
療
保
険

の
被
保
険
者
証
、
印
な
ど
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は

更
新
の
御
案
内
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
7
月
11
日
（
月
）
～
22
日

（
金
）
※
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日

を
除
く

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
※
医
療
助
成
係
の
み
午
後

７
時
ま
で

場
所
＝
市
役
所
1
階
の
医
療
保
険

課
又
は
新
里
・
黒
保
根
支
所
市
民

生
活
課

　
問
い
合
わ
せ
は
、
医
療
保
険
課

医
療
助
成
係
（
☎
内
線
２
６
０
・

２
７
２
）
へ
。

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
「
福
祉
医

療
費
受
給
者
証
」
の
有
効
期
限
は
、

7
月
31
日
で
す
。
引
き
続
き
医
療

費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
更
新
の

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
対
象
者
に
は
、
更
新
の
御
案
内

を
7
月
7
日
（
木
）
に
発
送
し
ま

す
。

　
更
新
の
手
続
き
は
、
母
又
は
父

母
子
・
父
子
家
庭

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

７
月
11
日（
月
）か
ら
22
日（
金
）ま
で
に
手
続
き
を
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